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市
で
は
、
東
京
都
か
ら
示
さ
れ
た
「
標
準
保
険
料

率
」
を
参
考
に
「
国
保
財
政
健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
、

計
画
的
な
税
率
改
定
に
よ
り
、
法
定
外
繰
入
を
段
階

的
に
削
減
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
税
率
は
、
次
の
と
お
り
改
定
し
ま

し
た
。

３
月
末
で
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た

方
な
ど
は
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
手
続
き
が
必
要

で
す
。
手
続
き
に
は
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書

な
ど
が
必
要
で
す
。

４
月
か
ら
就
職
し
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
方
な
ど
は
、
国
民
健
康
保
険
喪
失
手
続
き
が
必
要

で
す
。
手
続
き
に
は
職
場
の
健
康
保
険
証
が
必
要
で
す
。

※
加
入
・
喪
失
と
も
来
庁
者
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要

で
す
。

※
加
入
・
喪
失
の
手
続
き
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
市
公
式
サ
イ
ト
を
確

認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

令
和
６
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書

は
、
７
月
中
旬
ご
ろ
に
送
付
し
ま
す
。

東
京
都
か
ら
示
さ
れ
る
国
保
事
業
費
納
付
金
を
支

払
う
こ
と
で
、
医
療
費
の
全
額
が
東
京
都
か
ら
交
付

さ
れ
、
急
激
な
医
療
費
の
増
加
な
ど
に
左
右
さ
れ
な

い
安
定
し
た
財
政
運
営
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
市
で
は
被
保
険
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
税
率
改
定
に
よ
る
保
険
税
の
上
昇
を
抑
制
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
不
足
す
る
保
険
税
分
を
一
般
会

計
か
ら
そ
の
他
繰
入
金
（
法
定
外
繰
入
）
に
よ
り
賄

う
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

合
計
所
得
金
額
が
一
定
金
額
以
下
の
国
保
世
帯
は
、

国
保
税
（
均
等
割
）
の
軽
減
対
象
と
な
り
ま
す
。
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
前
年
の
収
入
が
未
申
告
の

場
合
は
軽
減
と
な
り
ま
せ
ん
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
令
和
６
年
度
税
制
改
正
に
伴
う
軽
減
判
定

基
準
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

○
赤
字
部
分
が
前
年
度
よ
り
引
き
上
げ
ら
れ
る
た
め
、

軽
減
対
象
者
が
増
え
ま
す
。

※
給
与
所
得
者
等
の
数
…
給
与
収
入
が
55
万
円
以
上

の
方
、
65
歳
未
満
で
年
金
収
入
（
給
与
所
得
者
を

除
く
）
が
60
万
円
を
超
え
る
方
、
65
歳
以
上
で
年

金
収
入
（
給
与
所
得
者
を
除
く
）
が
１
２
５
万
円

を
超
え
る
方

※�後期高齢者支援分の限度額は令和 6 年度

税制改正に伴う金額です。
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令
和
６
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
前
年
度
よ
り

４
６
０

円
引
き
上
げ
と
な
り
、
４
月
分
か
ら
月
額
１

万
６
９

８
０
円
と
な
り
ま
す
。

納
付
書
は
４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
。
納
付
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取
る

年
金
が
少
な
く
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
年
金
を
受
け

取
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
付
書
を
確
認

し
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
期
限
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
便

利
で
割
引
制
度
も
あ
る
口
座
振
替
を
利
用
す
る
場
合

は
、
口
座
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便

局
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
つ
い
て
は
、
青
梅
年

金
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
一
定
額
以
下
の
方
の
保

険
料
を
免
除
ま
た
は
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
失
業
し
た
方
は
、
特
例
と
し
て
保
険
料
が
免

除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
学
生
の
方
は
、
学
生

納
付
特
例
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
）。

○

…
申
請
月
か
ら
２
年
１
か
月
前
ま
で
（
す

で
に
保
険
料
が
納
付
済
の
月
を
除
く
）

○

…
直
近
の
６
月
分
ま
で

市
役
所
１
階
市
民
課
高
齢
医
療
・
年
金
係
ま
た
は

年
金
事
務
所
で
申
請

年
金
手
帳
、
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

※
離
職
し
た
方
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
が
必

要
で
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、
大
学
・
専
修
学
校
な

ど
に
在
学
中
の
方
が
対
象
の
納
付
猶
予
制
度
で
す
。
本

人
の
前
年
の
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
が

承
認
さ
れ
る
と
在
学
中
の
保
険
料
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

20
歳
以
上
の
学
生
の
う
ち
次
の
期
間

○

…
申
請
月
か
ら
２
年
１
か
月
前
ま
で

○

…
申
請
年
度
末
ま
で

※
す
で
に
保
険
料
が
納
付
済
の
月
を
除
き
ま
す
。

○

…
日
本
年
金
機
構
か
ら
学
生
納
付

特
例
の
継
続
申
請
確
認
通
知
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

令
和
６
年
度
も
継
続
し
て
申
請
す
る
場
合
は
、
同

封
の
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
日
本
年
金

機
構
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○

…
市
役
所
ま
た
は
年
金
事
務

所
の
窓
口
へ

年
金
手
帳
、
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
、
学
生
証
ま

た
は
在
学
証
明
書
な
ど
学
生
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で

き
る
も
の

※
離
職
し
た
方
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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